
 

                              

 

 

 

 

 

 

 

  

 

編集発行 

社会福祉法人 紫野の会  

障害者支援施設 かりいほ 

 かりいほ便り 

令和５年２月１０日 

 第２８号  

令和４年１２月１５に、お楽しみスイーツづくりを実施しました。今回はス

イートポテトをつくりました。蒸かした芋をビニール袋に詰めて、自分の手で

こねます。柔らかくなったら、バターをいれてまたこねる。最後に砂糖と生ク

リームをいれ、仕上げにもう一度こねて出来上がりです。自分で成形し、石窯

の手作りオーブンで焼きました。焼けるころにはおいしそうなにおいがしてき

て、食欲がそそられ皆待ち遠しかった様子。焼きあがったスイートポテトを口

に入れると、予想以上のおいしさだったようで、大いに喜んでいました。中に

は、おいしすぎて涙を流した人もいたようです。 

お楽しみスイーツ（スイートポテト） 

 



 

 

 

 

   

お楽しみレクリエーション 

 

令和５年１月２４日にレクリエーションを楽しみました。９：３０ごろから５チームの対

抗戦でゲームを行いました。コロナの影響で、買物や旅行を控えている中、施設内での生活

になっているので、少しでも楽しんでもらおうと職員一同でいろいろと考えて、頭と体を動

かして、たくさんのゲームを楽しみました。やり投げや輪投げ、カップ渡しなど多数のゲー

ムで対戦しました。その後は、皆で今年のおみくじを引いて大喜びしていました。 

昼食は少し寒かったですが、焚き火を囲んで外で食べました。炊き込みご飯、焼き餃子、

サラダ、スープのメニューで炊き込みご飯は好評でたくさんの人がおかわりしていました。 

もちろん後片付けも皆でやりました。 



 

 

 
節分の豆まき 

 

令和５年２月３日、かりいほの恒例行事である節分の豆まきをしました。昼食は豪華な恵

方巻を食べて、準備は完璧な状態で１４時からの豆まきを待っていました。職員と一部の希

望した利用者が鬼役となり、他の利用者が「鬼は外、福は内」の掛け声のもと、一斉に豆

（新聞紙を丸めたもの）を投げつけました。三度同じことをやりましたが、最初はバラバラ

だった掛け声も、三度目には息ぴったりの掛け声となり、連帯感が生まれました。鬼役のほ

うも、回を重ねるごとに役に浸っていった様子でした。投げる方も、投げられる方も楽しみ

ながらできました。 

終わったあとは、甘酒と豆のおやつを美味しく頂きました。 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きまりま 
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お正月宝探し 

令和５年１月３日、宝探しで盛り上がりました。 

中庭に集合し、軽くワンピースの曲を BGMとして流し、さながら宝探しをする海賊たちの

ような意気込みで、「おー！」と片腕を上げて掛け声を発しながら、大海原ならぬお茶工場

へと一同で向かいました。 

時にはあからさまに…時にはまったくわからないほど巧みに隠されたお宝（小さな番号

札）を、各々一生懸命に探し、見つけた時には歓声をあげたり、まだ見つけることができず

にいる仲間たちを助けたりしながら、全員がお宝ゲットとなりました。 

見つけた番号札と同じ番号が付けられた景品を手に取り、初のイベントは終始笑顔で幕を

閉じました。 


